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町立吉松幼稚園入園式町立吉松幼稚園入園式
　今回が同園の最後の入園式になる予
定です。
　昭和56年に新築移転後、これまで多
くの園児を見守ってきました。



78億3,114万3千円を可決

第 1回定例会 一般会計予算
令和8年度

　第１回議会定例会は３月２日に召集され、３月27日までの26日間の会期で開催されまし

た。今定例会では、財産の無償貸付２件、第３次湧水町総合計画基本構想の策定及び町過疎地

域持続的発展計画に関する議案、地域経済の活性化及び雇用の確保、創出を図るための町企業

振興促進条例等２件の条例制定のほか、４件の条例の一部改正、令和７年度の各種事業執行に

伴う補正予算並びに令和８年度の各会計の当初予算など、計24の案件が上程され、それぞれ

原案可決しました。

　なお、一般質問では議員６名が15項目について質問しました。
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【霧島くりの工業団地予定地】
「当該団地予定地は、湧水町合併以前より中核・工業団地として計画されているので、
早急に整備の推進を図るように県に強く要請してほしい。」

【子ども発達支援センター移転改修（栗野保健センター）】
「発達支援センターを移転するに当たり、室内の配置図はどのように考えているか。」

「概ね室内の配置は変えずに利用したい。シャワー設備、幼児用トイレ等の配置を設
計の中で検討していきます。また、敷地内の安全対策も検討していきます。」

【吉松保健センターの照明設備】
「施設内の照明設備をリースで整備する内容の説明を受けたが、そのメリットは。」

「蛍光灯の製造終了が予定される中で、ＬＥＤ照明への整備を購入とリースで比較す
ると経費に 60 万円ほど差があります。有利であるリースで実施し、リース期間満期
後は町に無償譲渡される予定です。」

【移住サポートセンター（旧県合同庁舎近く）】
「今後、この移住サポートセンターに配置予定の職員には、知識と経験が豊富なベテ
ラン職員が望ましい。」

【町道下中津川古川線（特定防衛施設周辺整備事業調整交付金事業関連）】
「この町道下中津川古川線、整備途中の休止期間は。」

「令和元年度から７年間休止していた。町道風呂元線までの残余区間は、令和９年度
の整備を考えています。」

【原口教職員住宅（同住宅修繕工事関連）】
「計画している畳の間のフローリング化と壁紙の張替え修繕に加えて、浴室設備の改
修が望ましい。」

令和８年度湧水町一般会計予算の審査状況
　議案第 19 号　令和８年度湧水町一般会計予算については、３月５日の本会議で各常任委員会へ
分割付託されましたが、より徹底した審査とするため、議会会議規則第 71 条の規定に基づき、両
常任委員会が合同で審査（連合審査）することになりました。連合審査は、３月９日から 17 日
までの９日間の期間の中で、吉松庁舎３階の第２・第３委員会室において、関係各課長等の出席
を求めて審査を実施いたしました。この連合審査の中で町議会議員から質疑のあった主な内容は、
本紙P４からP５に掲載しておりますので、ご覧ください。
　また、上記の室内における審査に続き、３月17日に15か所の現地調査を実施しました。その中で、
質疑のあった主なものは次のとおりです。

　議案第 19号　令和８年度湧水町一般会計予算の審査は、連合での審査を踏まえ、３月 17日の現地
調査終結の段階で終了し、討論・採決は、それぞれの常任委員会のみで行いました。その採決の結果は、
それぞれの常任委員会ともに全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定しました。
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質疑　　タクシー利用料金助成事業補助金は、
利用者が減少したので予算を減額した
との説明であるが、高齢者等が利用し
やすいように制度を改善していく必要
があるのではないか。

答弁 　　 広報等で利用推進を行っていき、関係機関にチラシ等を配布できないか検討を
していきたい。

質疑　　総合交流施設用の備品として、室内遊
具の設置を検討し、移動可能な遊具を
設置したいとの説明であるが、室内遊
具の種類、設置場所はどのように考え
ているか。また、遊具設置後の管理体
制はどうなっているのか。

答弁 　　クッション素材敷きの遊具等を考えており、総合交流施設２階の大広間等への設
置を検討しています。管理体制については、保護者同伴での利用を考えていま
すが、詳細は、今後検討していきます。

質疑　　県からの権限移譲を受けた農地法４条及び５条関係の申請処
理件数は。

答弁 　　 ４条関係が 11 件、５条関係が 34 件です。

質疑　　農業機械等導入事業補助金を利用して
導入される農業機械の種類は。

答弁 　　 水田耕作用のコンバイン、トラクター、スパイダー
モア、ウイングモア、ウイングハローが主な機種
です。

質疑　　農業振興地域見直しに際し、農業振興地域からの除外は可能
か。

答弁 　　 地権者の要望があれば可能です。

令和８年度　　一般会 計当初予算審議内容
※各常任委員会予算審議における質疑の一部を紹介します。
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他自治体の状況（行政視察）
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質疑　　ふるさと納税の目標額を令和７年度実績並
みの３億円に設定しているが、更なる増額
は期待できないのか。

答弁 　　 返礼品のバリエーションが少ないことから新たな提供事
業者の開拓に努めていきます。

質疑　　消費者行政相談に寄せられる相談内容は。

答弁 　　 相談の主なものは、以前のクーリングオフ制度に関するものから、ネット販売
に関するものに変わってきています。

質疑　　移住サポートセンターの活動状況は。

答弁 　　 令和７年度は 48 件の移住相談があり 14 世帯 32
人の移住を支援しました。商工観光ＰＲ課と連携
して順調に運営されています。

質疑　　町営住宅の入居者で自治会に加入して
おらず、ごみ出し等に支障をきたして
いる状況がある。

答弁 　　 自治会加入を促すようにしていきます。

質疑　　農家はもとより子どもたちのためにも
給食の食材に地元産農産物の使用が望
ましいが、地元産農産物の使用状況は。

答弁 　　 使用率は米が 100％、野菜類は、価格及び供給量
の面から 10％程度の使用です。

質疑　　特別支援教育支援員の各学校への配員状況は。

答弁 　　 特別支援教育支援員の配員は、上場小、幸田小、轟小が各１名、栗野小が５名、
吉松小が３名です。

質疑　　生涯学習課が所管する文化財の数は。

答弁 　　 国指定が２件、県指定が６件、町指定が 30 件です。

令和８年度　　一般会 計当初予算審議内容
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こんなことが決まりました

議　　案 提案理由等 議決結果

承 認
第 １ 号

専決処分の承認を求める
ことについて（令和７年
度湧水町一般会計補正予
算（専決第４号））

歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ
れ 2 , 1 8 5 万 １ 千 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 予 
算の総額を歳入歳出それぞれ85億2,799万６千円
とするもの

承認 全会
一致

承 認
第 ２ 号

専決処分の承認を求める
ことについて（令和７年
度湧水町一般会計補正予
算（専決第５号））

歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ
れ 1 , 0 3 9 万 ４ 千 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 予 
算の総額を歳入歳出それぞれ85億3,839万円とす
るもの

承認 全会
一致

議 案
第 １ 号

令和７年度湧水町一般会
計補正予算（第１０号）

歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ
１ 億 9 , 4 5 9 万 １ 千 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 
予算の総額を歳入歳出それぞれ87億3,298万１千
円とするもの

原案
可決

全会
一致

議　　案 提案理由等 議決結果

議 案
第 ２ 号

財産の無償貸付について

平成７年度林業構造改善事業により設置した
給 水 施 設 に つ い て、 魚 野 地 区 住 民 で 組 織 す 
る魚野地区給水施設管理組合に無償貸付の更
新を行うことにより、地区住民の生活と農業 
経営の安定化を図ろうとするもの

可決 全会
一致

議 案
第 ３ 号

財産の無償貸付について

昭 和 60 年 度、 昭 和 61 年 度、 平 成 ２ 年 度 及
び 平 成 ６ 年 度 農 林 業 地 域 改 善 対 策 事 業 に よ 
り設置した施設を関係者で組織する加治屋地
区 施 設 園 芸 共 同 利 用 組 合 に 無 償 貸 付 の 更 新 
を行うことにより、農業の振興と経営の安定を図
ろうとするもの

可決 全会
一致

議 案
第 ４ 号

和解及び損害賠償の額を
定めることについて

公用車による交通事故に関し、和解し、損害
賠 償 の 額 を 定 め る こ と に つ い て、 議 会 の 議 
決を求めるもの

可決 全会
一致

議 案
第 ５ 号

第３次湧水町総合計画基
本構想の策定について

本町の総合的かつ計画的な行政運営を図るため、
第３次湧水町総合計画基本構想を定めたいので、
議会の議決を求めるもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第 ６ 号

湧水町過疎地域持続的発
展計画について 

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措
置 法 の 定 め に 基 づ き、 湧 水 町 過 疎 地 域 持 続 
的発展計画を定めようとするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第 ７ 号

湧水町企業振興促進条例
の制定について

本町における企業活動を支援することで、地域経
済の活性化及び雇用の確保又は創出を図りたいこ
とから、本条例を制定しようとするもの

原案
可決

全会
一致

令和８年第１回臨時会 （令和8年２月３日開会）

（令和8年３月２日開会）令和８年第１回定例会
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議　　案 提案理由等 議決結果

議 案
第 ８ 号

湧水町停車場地区コミュ
ニティセンター及び吉松
駅前広場の設置及び管理
に関する条例の制定につ
いて

地方自治法第 244 条の２の規定に基づき、湧水町
停車場地区コミュニティセンター及び吉松駅前広
場を設置したいため、本条例を制定しようとする 
もの

原案
可決

全会
一致

議 案
第 ９ 号

湧水町子ども医療費給付
条例等の一部を改正する
条例の制定について

本町の医療費助成事業について、デジタル庁
が 開 発 し た 自 治 体 と 医 療 機 関 等 を つ な ぐ 情 
報連携システムを運用し、医療機関等受診時
における資格者証等の提示に代えて、マイナ 
ンバーカードを用いたオンライン資格確認を
実施可能とするため、所要の改正をしようと 
するもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第10号

湧水町職員等の旅費に関
する条例の一部を改正す
る条例の制定について

国家公務員等の旅費に関する法律等が改正さ
れ、 旅 費 の 計 算 等 に 係 る 規 定 が 改 め ら れ た 
ことから、本町職員等においてもこれに準じて所
要の改正をしようとするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第11号

湧水町公営住宅管理条例
の一部を改正する条例の
制定について

公営住宅の用途廃止に伴い、管理戸数を変更する
必要があるため、所要の改正をしようとするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第12号

湧 水 町 火 入 れ に 関 す る
条 例 の 一 部 を 改 正 す
る 条 例 の 制 定 に つ い 
て

近年の大規模な林野火災の発生状況に鑑み、伊佐
湧水消防組合火災予防条例において、林野火災に
関する注意報の規定が新設されたことから、火入
れの中止要件に同注意報の発令時を追加したいた
め、所要の改正をしようとするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第13号

湧水町栗野集会所の管理
運営に関する指定管理者
の指定について

湧水町栗野集会所の指定管理者を指定することに
ついて、議会の議決を求めるもの 可決 全会

一致

議 案
第14号

湧水町社会教育・社会体
育施設の管理運営に関す
る指定管理者の指定につ
いて

社会教育・社会体育施設の指定管理者を指定
す る こ と に つ い て、 議 会 の 議 決 を 求 め る も 
の

可決 全会
一致

議 案
第15号

令和７年度湧水町一般会
計補正予算（第11号）

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３億
815 万８千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳
入歳出それぞれ 84 億 2,482 万３千円とするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第16号

令和７年度湧水町国民健
康保険事業特別会計補正
予算（第４号）

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 7,589
万６千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳
出それぞれ 12 億 3,284 万４千円とするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第17号

令和７年度湧水町介護保
険事業特別会計補正予算
（第５号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 433 万
２千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出
それぞれ 13 億 2,077 万円とするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第18号

令和７年度湧水町後期高
齢者医療事業特別会計補
正予算（第４号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 1,081
万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳
出それぞれ２億 714 万７千円とするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第19号

令和８年度湧水町一般会
計予算

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 78 億
3,114 万３千円とするもの

原案
可決

全会
一致
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※本会議の様子は、インターネット等でも見ることができます。（本紙の16ページに記載）

議会の
傍聴にお越しください。議会の
傍聴にお越しください。

　湧水町議会の『定例会』は、年４回開催されます。この定例会は、約１か月かけて行わ
れており、執行部から上程された様々な議案の審議や各議員から町長等へ町政全般にわた
る一般質問などが行われます。そして、その本会議の様子は公平性・透明性を確保するた
め公開して行っており、どなたでも傍聴することができます。ぜひ、議会の傍聴にお越し
ください。
　傍聴の手続きは、町ホームページや防災行政無線等で本会議の開催をご確認いただき、
本会議当日に吉松庁舎３階議事堂にお越しいただき、傍聴人受付票にご自分の氏名、住所
等を記入いただくだけで、どなたでも傍聴することができます。ただし、町傍聴規則に基
づき、ルールやマナーをお守りください。（傍聴定員 32人まで）

議　　案 提案理由等 議決結果

議 案
第20号

令和８年度湧水町国民健
康保険事業特別会計予算

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 12 億
1,380 万４千円とするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第21号

令和８年度湧水町介護保
険事業特別会計予算

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 13 億
750 万６千円とするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第22号

令和８年度湧水町後期高
齢者医療事業特別会計予
算

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億
4,702 万５千円とするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第23号

令和８年度湧水町水道事
業会計予算 （P2 参照） 原案

可決
全会
一致

議 案
第24号

令和７年度湧水町一般会
計補正予算（第12号）

繰越明許費に（事業名）戸籍附票への旧氏及び旧
氏振り仮名記載事業、（金額）321 万２千円を追
加するもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第25号

令和７年度湧水町国民健
康保険事業特別会計補正
予算（第５号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 103 万
６千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出
それぞれ 12 億 3,388 万円とするもの

原案
可決

全会
一致
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町政を問う町政を問う 6 人が質問

仮屋  良二 議員 中村  和博 議員

鳥羽  一輝 議員 山下  航弥 議員

久留須  修 議員 井上  順二 議員

１．県道55号線（栗野―
加治木線）事故現場
付近における改善
策について

２．霧島くりの工業団
地について

１．命を守る木造住宅
の耐震化について

２．消滅しないまちづ
くりについて

３．過去の質問のその
後について

１．人口減少・高齢化対
策について

２．農業、有害鳥獣対策
について

１．若者の仕事づくり
と定着促進につい
て

２．子育て世代に選ば
れる環境づくりに
ついて

１．子ども発達支援センター
みのりの移転について

２．栗野インターチェン
ジ周辺の開発について

３．医療的ケア児の就学
支援について

１．町総合交流施設の温泉再
稼働に併せた提案について

２．Ｕターン希望者に優
しい町づくりについて

３．地域おこし協力隊の
積極的な活用について

P13 P10

P14 P11

P15 P12

◆◆一 般 質 問一 般 質 問
目 次目 次 ◆◆

ここが知りたい !!

 　ここが聞きたい !!
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旧
耐
震
基
準
で
建

築
さ
れ
た
古
い
木
造

住
宅
の
数
と
こ
こ
に
居
住
す
る

人
数
を
伺
う
。平

成
28
年
３
月
時

点
で
約
２
千
８
百

棟
、
居
住
者
は
約
５
千
９
百
人

で
あ
る
が
、
以
後
10
年
が
経
過

し
て
お
り
、
古
い
木
造
住
宅
の

数
と
こ
こ
に
居
住
す
る
人
数
は

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。南

海
ト
ラ
フ
地
震

に
よ
る
本
町
の
被
害

想
定
は
。

平
成
28
年
当
時
の

予
測
で
は
住
宅
の

全
壊
が
２
百
50
棟
、
半
壊
が

８
百
70
棟
、
重
傷
者
が
10
名
で

あ
る
。

能
登
半
島
地
震
で

震
度
６
弱
の
中
能
登

町
で
は
56
戸
の
住
宅
が
全
壊
し

３
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ

の
震
度
６
弱
の
地
震
は
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
で
湧
水
町
で
も
予

測
さ
れ
て
い
る
が
、
町
内
の
ど

こ
の
地
域
が
該
当
す
る
の
か
。

吉
松
地
域
の
下
川

西
地
区
と
中
津
川
地

区
が
該
当
す
る
。

10
年
前
の
被
害
予

測
と
能
登
半
島
地
震

の
被
害
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
南

海
ト
ラ
フ
地
震
で
の
本
町
の
被

害
は
大
変
な
状
況
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
の
被
害
を
極
限
す
る
た

め
に
住
宅
の
耐
震
化
事
業
を
着

実
に
推
進
す
る
考
え
は
。

本
町
で
は
、
国
の

耐
震
化
補
助
事
業
の

中村　和博 議員
住宅耐震化の促進を

耐震化事業の充実を図る

う
。

令
和
７
年
８
月
の

販
売
開
始
に
合
わ

せ
、
新
聞
折
込
み
チ
ラ
シ
の
配

布
や
住
宅
専
門
誌
へ
の
掲
載
等

広
報
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し

て
き
た
が
売
買
成
約
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
引
き
続
き
、
情
報

発
信
を
継
続
す
る
他
、
民
間
に

よ
る
集
合
住
宅
の
建
設
・
運
営

等
を
含
め
幅
広
く
研
究
を
進
め

る
。

熊
野
水
源
を
含
む

竹
中
池
公
園
周
辺
整

備
計
画
の
イ
メ
ー
ジ
図
作
成
状

況
は
。

現
段
階
で
イ
メ
ー

ジ
図
は
作
成
で
き
て

い
な
い
。
令
和
８
年
度
も
引
き

続
き
作
業
を
進
め
る
と
共
に
整

備
計
画
や
整
備
方
法
等
を
調
査

す
る
。

こ
の
事
業
推
進
に

対
す
る
熱
意
は
。

熊
野
水
源
を
含
む

竹
中
池
公
園
周
辺
の

観
光
地
と
し
て
の
価
値
は
高

く
、
本
町
の
宝
で
も
あ
る
。
住

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

困
難
な
こ
と
と
ア
パ
ー
ト
等
の

賃
貸
住
宅
が
不
足
し
て
い
る
の

も
問
題
点
で
あ
る
。
当
面
、
小

規
模
で
も
創
業
可
能
な
企
業
や

既
存
施
設
を
活
用
で
き
る
企
業

の
誘
致
に
努
め
つ
つ
住
環
境
の

改
善
を
図
る
。移

住
者
用
住
宅
の

準
備
状
況
及
び
問
題

点
並
び
今
後
の
対
応
策
は
。

こ
れ
ま
で
お
試
し

住
宅
、
移
住
定
住
促

進
住
宅
、
中
間
管
理
住
宅
の
設

置
を
段
階
的
に
行
っ
て
き
た
。

ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
り
６
室
の
住
宅
を
寄
附
し

て
頂
い
た
。
一
方
で
移
住
希
望

者
か
ら
は
、
戸
建
て
住
宅
の
希

望
が
多
く
、
十
分
対
応
で
き
て

い
な
い
。
女
性
・
単
身
者
向
け

の
住
宅
も
不
足
す
る
等
、
住
宅

の
質
・
量
の
確
保
が
課
題
で
あ

る
。
今
後
は
、
空
き
家
活
用
の

た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の

拡
充
や
町
有
施
設
の
有
効
活
用

を
検
討
す
る
。塚

ノ
原
宅
地
分
譲

地
の
引
き
合
い
の
状

況
と
今
後
の
分
譲
促
進
策
を
伺

う
ち
補
助
率
23
％
、
補
助
限
度

額
30
万
円
の
個
別
支
援
を
活
用

し
て
き
た
が
、
自
己
負
担
が
大

き
く
事
業
実
績
は
な
い
。
一
方

で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
支
援
は
、
補
助

率
が
80
％
で
、
補
助
限
度
額
も

１
百
15
万
円
に
拡
大
さ
れ
る
。

今
後
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
支
援
に
取

り
組
み
耐
震
化
事
業
を
促
進
し

た
い
。

雇
用
が
期
待
で
き

る
企
業
誘
致
の
状
況

及
び
問
題
点
並
び
に
今
後
の
対

応
策
を
伺
う
。豊

か
な
良
質
の
水

を
必
要
と
す
る
半
導

体
製
造
関
連
企
業
、
食
品
・
飲

料
メ
ー
カ
ー
、
観
光
関
連
産
業

な
ど
に
対
し
誘
致
活
動
中
で
あ

る
が
、
直
ち
に
立
地
可
能
な
造

成
済
み
の
産
業
用
地
が
無
く
適

地
も
少
な
い
の
が
ネ
ッ
ク
で
あ

る
。
ま
た
、
働
き
手
の
確
保
が

町
長

問

問問

問問

問

問

問問 町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

命
を
守
る
木
造
住
宅

の
耐
震
化
に
つ
い
て

消
滅
し
な
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

過
去
の
質
問
の
そ
の
後

に
つ
い
て

一 般 質 問
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子
育
て
環
境
の
充

実
を
移
住
定
住
促
進

の
視
点
で
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
考
え
か
伺
う
。

本
町
は
消
滅
可
能

性
自
治
体
に
位
置
づ

け
ら
れ
、
若
年
女
性
の
人
口
減

少
率
が
県
内
最
大
と
さ
れ
て
お

り
、
子
育
て
・
少
子
化
対
策
は
、

本
町
の
政
策
の
中
で
も
最
重
要

課
題
と
の
認
識
を
持
ち
、
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
子
育
て

少
子
化
対
策
に
は
、
働
く
場
の

確
保
、
子
育
て
支
援
、
医
療
支

援
、
定
住
事
業
等
の
充
実
が
不

可
欠
で
あ
り
、
支
援
事
業
の
拡

充
や
新
規
事
業
の
導
入
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
移
住
定
住
促
進

の
視
点
か
ら
は
、
移
住
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
拡
充
し
、
住
宅

探
し
か
ら
子
育
て
環
境
の
確
認

ま
で
、
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
整

え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
全
庁

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

子
ど
も
や
保
護
者

が
交
流
で
き
る
公
園

を
栗
野
庁
舎
周
辺
（
八
坂
神
社

付
近
）
に
整
備
で
き
な
い
か
。

下
場
土
地
区
画
整

理
事
業
で
約 

2
，

4
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
街

山下　航弥 議員
子育て世代に選ばれる環境づくりについて

できる限り、早期の実現に取
り組む

り
、
事
業
活
用
者
32
名
の
内
、

実
際
に
移
住
を
目
的
に
起
業
さ

れ
た
方
が
14
名
お
り
、
ま
た
、

残
り
の
18
名
は
地
元
で
起
業
さ

れ
、
定
着
に
繋
が
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の
方

向
性
は
、
広
域
的
な
枠
組
み
も

活
用
し
な
が
ら
人
材
確
保
に
繋

げ
、
企
業
と
就
職
希
望
者
が
接

点
を
持
て
る
よ
う
、
関
係
機
関

と
連
携
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場

づ
く
り
を
進
め
、
町
内
企
業
の

従
業
員
等
の
住
居
確
保
と
定
住

促
進
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

目
標
値
５
件
に
対
し
32
件
と
目

標
を
大
き
く
上
回
る
実
績
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
中
で
20
代
が
４
人
、
30
代
が

12
人
で
起
業
者
の
５
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
誘
致

に
よ
る
雇
用
創
出
は
、
本
町
と

立
地
協
定
書
を
締
結
し
た
進
出

企
業
17
社
全
体
で
2
7
4
名

（
令
和
７
年
４
月
現
在
）
の
町

民
が
雇
用
さ
れ
て
お
り
20
代
が

47
人
、
30
代
が
36
人
で
従
業
者

の 

30・3
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

20
代
・
30
代
の
７

割
は
町
外
居
住
で
、

町
の
人
口
増
と
税
収
増
に
結
び

つ
い
て
い
な
い
状
況
を
ど
う
考

え
る
か
。

今
後
、
町
営
住
宅

等
の
活
用
の
在
り
方

を
検
討
し
、
令
和
８
年
度
の
計

画
で
、
町
内
の
方
の
奨
学
金
返

納
免
除
の
取
扱
い
と
同
様
、
町

外
か
ら
の
方
も
湧
水
町
で
働
け

ば
返
納
免
除
で
き
な
い
か
検
討

し
ま
す
。

若
者
が
町
内
外
か

ら
起
業
・
就
職
し
た

い
と
思
え
る
環
境
づ
く
り
に
向

け
た
今
後
の
方
向
性
は
。

本
起
業
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
移
住

対
策
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
お

区
公
園
を
整
備
す
る
計
画
で

す
。
こ
の
街
区
公
園
は
補
助
対

象
外
の
た
め
、
町
単
独
費
で
の

整
備
と
な
り
、
公
園
の
先
行
整

備
は
財
政
的
に
困
難
な
状
況
で

あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
、
地
域

住
民
の
皆
様
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
立
地
適
性
化
計
画
の
策

定
と
連
動
さ
せ
、
で
き
る
限
り

早
期
の
整
備
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

起
業
支
援
や
企
業

支
援
制
度
に
よ
る
雇

用
創
出
の
成
果
と
利
用
者
に
占

め
る
20
代
・
30
代
の
割
合
に
つ

い
て
伺
う
。

新
規
創
業
者
支
援

の
制
度
利
用
件
数
は

町
長

問問

問

問 問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

若
者
の
仕
事
づ
く
り
と

定
着
促
進
に
つ
い
て

一 般 質 問
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今
後
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
採
用
を
増

や
す
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

隊
員
の
定
住
率

は
、
約
80
パ
ー
セ
ン

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
隊
員
が

３
年
間
の
任
期
終
了
後
も
安
心

し
て
本
町
で
生
活
で
き
る
よ
う

起
業
支
援
補
助
金
等
の
定
住
支

援
策
を
充
実
さ
せ
て
き
た
成
果

も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市
部

か
ら
意
欲
あ
る
若
者
を
受
け
入

れ
、
本
町
の
活
性
化
と
定
住
促

進
に
大
き
く
貢
献
す
る
制
度
で

す
の
で
、
今
後
も
継
続
的
に
募

集
を
行
い
、
増
員
で
き
る
よ
う

採
用
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

隊
員
の
人
件
費
を

除
い
た
活
動
費
の
要

求
基
準
は
。

こ
の
事
業
の
財
源

は
、
国
の
特
別
交
付

税
の
基
準
に
よ
り
予
算
化
し

て
い
ま
す
。
基
準
額
は
、
１

人
当
た
り 
5
5
0
万
円
と
な

っ
て
お
り
、
内
訳
は
人
件
費

が 

3
5
0
万
円
・
活
動
費
が 

2
0
0
万
円
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
活
動
費
の
主
な
用
途

と
し
て
は
、
隊
員
の
個
々
の
活

動
費
に
加
え
活
動
用
車
両
の
リ

ー
ス
代
・
燃
料
費
・
資
格
取
得

費
用
等
が
主
な
も
の
で
す
。
活

動
費
の
要
求
基
準
と
し
て
は
、

「
採
用
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

基
づ
き
必
要
性
・
妥
当
性
が
あ

る
か
」、「
退
任
後
の
自
立
に
向

け
た
活
動
で
あ
る
か
」、「
町
と

し
て
継
続
性
が
あ
る
か
」
等
を

重
点
に
隊
員
と
の
面
談
を
行

い
、予
算
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

当
該
施
設
は
、
現

在
、
民
間
資
金
を
利

用
し
て
の
運
営
を
調
査
中
で
あ

る
が
、
そ
の
状
況
を
伺
う
。

民
間
活
力
導
入
可

能
性
調
査
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
受
託
事
業
者
が
調

査
報
告
書
の
取
り
ま
と
め
を
行

っ
て
お
り
、
近
日
中
に
そ
の
内

容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
の
併
設
に
よ
り
、

町
内
の
宿
泊
施
設
不
足
や
日
帰

り
で
な
い
事
に
よ
る
交
流
人
口

の
増
加
な
ど
経
済
効
果
が
見
込

め
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

余
剰
地
（
多
目
的

広
場
や
わ
ん
ぱ
く
広

場
等
）
の
活
用
に
つ
い
て
も
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
、

温
泉
と
宿
泊
施
設
を
併
設
す
る

こ
と
や
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
等
と
し
て

の
活
用
な
ど
も
含
め
、
有
効
活

用
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
等

が
図
れ
る
よ
う
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
令

和
８
年
度
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の

実
施
に
向
け
た
企
業
と
の
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る

計
画
で
あ
る
の
で
、
最
良
の
活

用
策
を
選
定
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
き
ま
す
。定

期
的
に
都
市
部

に
お
い
て
希
望
者
を

募
り
、
意
見
交
換
会
を
開
い
て

Ｕ
タ
ー
ン
を
促
し
、
人
口
減
、

空
き
家
減
に
繋
げ
ら
れ
な
い
か

伺
う
。

令
和
６
年
に
消
滅

可
能
性
自
治
体
と
し

て
本
町
も
公
表
さ
れ
、
人
口
減

少
対
策
は
喫
緊
の
課
題
と
し

て
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ

井上　順二 議員
地域おこし協力隊の積極的な活用について

隊員の採用を積極的に進めて
いきます

町
長

一 般 質 問

ン
タ
ー
も
設
置
し
、
移
住
希
望

者
に
関
す
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
徐
々
に
成
果
が
表
れ

て
い
ま
す
。
質
問
に
あ
る
Ｕ
タ

ー
ン
希
望
者
の
方
々
が
町
に
戻

り
、
定
住
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
人
口
減
少
対
策
・
空
き
家

対
策
の
両
面
に
お
い
て
非
常
に

効
果
的
で
あ
る
こ
と
も
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
に
対
す

る
特
別
な
取
り
組
み
は
実
施
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
各
地
域
の
本

町
出
身
者
で
構
成
さ
れ
る
各
湧

水
会
に
お
い
て
、
移
住
制
度
に

つ
い
て
の
説
明
を
行
っ
て
お

り
、
人
口
減
少
対
策
の
一
つ
と

し
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
へ
の

支
援
等
に
つ
い
て
研
究
す
る
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

問

問問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
総
合
交
流
施
設
の
温

泉
再
稼
働
に
併
せ
た
提

案
に
つ
い
て

Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
に
優
し

い
町
づ
く
り
に
つ
い
て
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県
と
の
協
議
も
必
要
と
な
り
ま

す
。
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

交
通
安
全
上
、
整
備
が
必
要
な

個
所
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
、
速
や
か
に
関
係

者
及
び
関
係
機
関
と
の
協
議
を

進
め
、
事
業
化
に
向
け
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

県
が
示
し
て
い
る

霧
島
市
へ
の
新
産
業

用
地
選
定
に
よ
り
、
当
該
工
業

団
地
に
対
す
る
影
響
は
あ
る
の

か
伺
う
。

県
に
お
い
て
は
境

界
確
定
に
向
け
た
測

量
な
ど
を
進
め
て
い
る
段
階
で

あ
り
、
新
た
な
産
業
用
地
の
検

討
は
こ
れ
を
代
替
す
る
も
の
で

は
な
く
、
様
々
な
企
業
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
体
制
を
厚
く
す

る
取
組
で
当
該
工
業
団
地
の
取

組
も
同
時
に
並
行
で
進
め
る
旨

の
説
明
を
受
け
て
い
ま
す
。
本

町
と
し
て
も
、
引
き
続
き
、
県

と
情
報
共
有
を
密
に
し
、
当
該

団
地
の
活
用
が
着
実
に
前
進
す

る
よ
う
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

当
該
工
業
団
地
の

今
後
の
展
望
は
。

現
在
、
霧
島
く
り

の
工
業
団
地
は
、
県

が
令
和
７
年
度
の
産
業
用
地
確

保
可
能
性
調
査
事
業
と
し
て
、

境
界
確
定
に
向
け
た
測
量
な
ど

を
進
め
て
お
り
、
年
度
末
を
目

途
に
事
業
を
完
了
す
る
見
込
み

で
す
。
令
和
８
年
度
以
降
は
、

様
々
な
規
模
の
分
譲
に
対
応
可

能
な
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け

た
地
形
測
量
等
が
進
め
ら
れ
る

も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
霧
島

く
り
の
工
業
団
地
の
活
用
は
、

企
業
誘
致
を
通
じ
た
雇
用
の
創

出
や
地
域
経
済
の
発
展
、
ひ
い

て
は
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
県
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

一 般 質 問

仮屋　良二 議員
県道 55 号線（栗野―加治木線）事故現場付近における改善策は

安全確保を優先に検討します

②
伐
採
後
に
坂
元

住
宅
側
の
県
道
側
道

を
歩
道
へ
改
善
す
る
こ
と
に
つ

い
て
伺
う
。

町
と
し
て
は
、
現

地
の
利
用
状
況
や
歩

行
者
の
安
全
性
な
ど
の
確
認
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
て
、
今
後

の
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

③
幸
來
橋
付
近
の

街
灯
設
置
に
つ
い
て

伺
う
。

道
路
管
理
者
で
あ

る
県
に
対
し
「
道
路

照
明
灯
」
の
設
置
を
要
望
し
ま

す
。
併
せ
て
速
や
か
な
安
全
確

保
を
図
る
た
め
、
地
元
自
治
会

等
の
関
係
者
と
協
議
を
行
い
、

防
犯
灯
設
置
に
関
す
る
事
業
等

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
今
後

の
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

④
町
道
幸
田
・
坂

元
線
入
口
の
拡
幅
に

つ
い
て
伺
う
。当

該
交
差
点
は
、

見
通
し
が
悪
く
、
車

両
や
歩
行
者
の
安
全
な
通
行
を

確
保
す
る
た
め
、
改
良
が
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

拡
幅
整
備
は
、
用
地
の
確
保
や

電
柱
移
転
と
い
っ
た
課
題
が
あ

り
、
県
道
へ
の
取
付
部
分
の

整
備
と
な
り
、
管
理
者
で
あ
る

県
道
55
号
線
で
令

和
７
年
に
死
亡
事
故

が
２
件
、
坂
元
住
宅
付
近
で
車

両
衝
突
・
接
触
事
故
等
４
件
が

発
生
し
て
い
る
。
問
題
と
な
る

要
素
と
改
善
に
つ
い
て
、
４
点

伺
う
。
①
坂
元
住
宅
の
植
栽
の

伐
採
に
つ
い
て植

栽
を
伐
採
し
た

場
合
に
は
、
駐
車
場

に
停
車
中
の
車
両
に
直
接
、
水

が
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
、
入

居
者
の
方
々
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
道
路

管
理
者
で
あ
る
鹿
児
島
県
（
姶

良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
）
に
対

し
、
舗
装
の
改
善
・
排
水
の
要

望
を
行
い
な
が
ら
、
植
栽
の
伐

採
も
含
め
住
民
の
安
全
確
保
を

最
優
先
に
検
討
し
ま
す
。

町
長

問問

問

問問問 町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

霧
島
く
り
の
工
業
団
地
に

つ
い
て

▶ 2003 年に撮影した状況
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有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
が
拡

大
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、

近
年
の
被
害
の
状
況
を
伺
う
。

営
農
計
画
書
提
出

者
を
対
象
に
有
害
鳥

獣
被
害
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

３
６
１
名
の
う
ち
76
名
か
ら
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
で
は
、
76
名
の
う
ち
47

名
、
率
に
し
て
61
・
8
％
が
有

害
鳥
獣
か
ら
の
被
害
を
受
け
て

い
る
と
の
回
答
で
し
た
。

有
害
鳥
獣
侵
入
防

止
策
の
設
置
に
係
る

補
助
制
度
は
、
ど
の
よ
う
な
制

度
が
あ
る
の
か
。
ま
た
制
度
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

町
単
独
事
業
と
し

て
有
害
鳥
獣
被
害
防

止
機
材
設
置
事
業
補
助
金
が
あ

り
、
２
戸
以
上
の
受
益
者
で
10

ア
ー
ル
以
上
の
耕
作
面
積
と
い

う
条
件
で
、
機
材
等
の
購
入
費

用
に
対
し
て
３
分
の
１
を
補
助

す
る
も
の
で
す
。
利
用
状
況
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
度

は
23
件
で
補
助
金
が
76
万
円
の

見
込
み
で
す
。町

内
の
農
業
者
で

肥
料
高
騰
な
ど
の
観

点
か
ら
も
堆
肥
を
使
い
た
い
と

の
声
が
あ
る
が
、
吉
松
堆
肥
セ

ン
タ
ー
は
年
間
何
ト
ン
生
産

し
、
何
ト
ン
販
売
さ
れ
て
い
る

の
か
、
利
用
状
況
を
伺
う
。

令
和
６
年
度
で
年

間
2
8
8
ト
ン
の

堆
肥
の
受
入
れ
を
行
い
、
47
ト

ン
の
肥
料
を
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

年
間
の
販
売
量
が

47
ト
ン
で
は
非
常
に

少
な
い
と
思
う
が
、
こ
の
状
況

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

施
設
の
規
模
と
し

て
は
成
功
し
て
い
る

と
は
思
っ
て
い
な
い
。
今
後
、

施
設
の
有
効
活
用
を
検
討
し
ま

す
。

今
後
、
堆
肥
の
ペ

レ
ッ
ト
化
、
袋
詰
め

肥
料
の
販
売
な
ど
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

ペ
レ
ッ
ト
化
す
れ

ば
販
売
し
や
す
く
は

な
る
が
、
施
設
の
増
強
に
コ
ス

ト
が
掛
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、

有
効
活
用
す
る
為
に
は
避
け
て

は
通
れ
な
い
案
件
で
あ
り
、
今

後
、
組
合
の
方
々
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。

高
齢
化
と
と
も
に

人
口
減
少
も
進
ん
で

き
て
い
る
。
こ
こ
数
年
は
、
特

に
移
住
促
進
な
ど
活
動
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
そ
の
活
動
、

対
策
の
効
果
を
伺
う
。

令
和
７
年
度
に
総

合
相
談
窓
口
と
し

て
、
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
開
設
も
行
い
ま
し
た
。
効
果

に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
口
動
態

を
統
計
情
報
で
見
ま
す
と
社
会

減
が
緩
や
か
に
落
ち
着
い
て
き

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
る

効
果
が
本
格
的
に
現
れ
る
の
は

こ
れ
か
ら
で
あ
る
と
感
じ
て
お

り
、
引
き
続
き
、
移
住
定
住
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

対
策
の
一
環
と
し

て
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
募
集
が
あ
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
募
集
人

員
を
決
め
て
い
る
の
か
。

地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
、
本
町
の
活
性

化
と
定
住
促
進
に
大
き
く
貢
献

す
る
制
度
で
す
。
本
町
で
は
、

ま
ず
各
課
に
お
い
て
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
必
要
性
を
検
討
・

鳥羽　一輝 議員
町堆肥センターの有効活用について

今後、施設の有効活用を検討
します

町
長

一 般 質 問

協
議
し
、
そ
の
結
果
を
取
り
ま

と
め
た
上
で
募
集
人
員
・
募
集

分
野
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

町
内
の
事
業
者
、

個
人
事
業
主
に
対
し

て
、
事
業
継
承
、
後
継
者
対
策

と
し
て
協
力
隊
の
募
集
は
で
き

な
い
か
。

事
業
継
承
に
つ
き

ま
し
て
は
、
定
住
に

も
繋
が
っ
て
い
く
の
で
、
求
め

て
い
る
方
々
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
が
関
連
す
る
団

体
イ
ベ
ン
ト
等
に
お

い
て
、
担
い
手
（
役
員
）
不
足

の
声
が
聞
こ
え
て
い
る
。
人
口

減
少
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
も
縮

小
し
、
形
を
変
え
て
運
営
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
が
、
そ
の
よ
う
な
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

人
口
減
少
対
策
を

行
う
一
方
で
、
人
口

減
少
と
い
う
現
実
も
直
視
し
な

が
ら
、
本
町
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
守
り
続
け
る
た
め
、
行

政
・
住
民
・
各
種
団
体
と
連
携

し
、
持
続
可
能
な
運
営
体
制
の

構
築
に
向
け
て
研
究
す
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

問

問問

問 問

問問

問問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

農
業
、
有
害
鳥
獣
対
策
に

つ
い
て

人
口
減
少
・
高
齢
化
対
策

に
つ
い
て
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す
」
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
検

討
状
況
と
（
仮
称
）
栗
野
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
開
発
検
討

委
員
会
を
設
置
す
る
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

現
在
の
栗
野
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

地
域
は
浸
水
想
定
区
域
内
に
位

置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
移
転

後
の
跡
地
活
用
は
、
こ
の
浸
水

リ
ス
ク
と
い
う
課
題
を
十
分
に

考
慮
し
た
上
で
検
討
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
な
活
用
策
の
検
討

に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

令
和
９
年
度
中
に
現
南
消
防
署

が
解
体
予
定
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
旧
土
木
事
務
所
の
利
活
用

も
含
め
、
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

（
仮
称
）栗
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
開
発
検
討
委
員
会
の

設
置
は
、
議
員
ご
提
案
の
と
お

り
設
置
す
る
方
向
で
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。当

該
園
児
の
就
園

も
残
り
１
年
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
２
年
間
、
健
常

児
と
等
し
く
園
生
活
が
で
き
て

い
る
こ
と
を
保
護
者
も
喜
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。そ
こ
で
、

１
年
後
に
は
就
学
と
な
る
が
、

行
政
と
し
て
何
ら
か
の
支
援
は

で
き
な
い
も
の
か
伺
う
。

本
町
か
ら
、
特
別

支
援
学
校
ま
で
は
通

学
距
離
も
長
く
、
保
護
者
の
送

迎
に
大
き
な
負
担
が
生
じ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
保

護
者
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
県
や
各
関
係
機
関
と
協
議

し
、
望
ま
し
い
支
援
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。医

療
的
ケ
ア
児
の

幼
稚
園
受
入
れ
は
、

園
児
と
そ
の
保
護
者
が
安
心
し

て
幼
稚
園
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
本

町
か
ら
特
別
支
援
学
校
ま
で
の

通
学
は
、
保
護
者
の
み
に
よ
る

送
迎
は
現
実
的
に
困
難
な
状
況

で
あ
る
こ
と
は
、
教
育
委
員
会

も
十
分
理
解
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
保
護
者
の
意
向
を
踏
ま
え

な
が
ら
通
学
支
援
を
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

一 般 質 問

先
の
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
み
の
り

の
移
転
に
つ
い
て
質
問
し
、「
公

共
施
設
の
活
用
を
含
め
検
討
す

る
」
旨
の
答
弁
を
得
て
、
そ
の

結
果
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

が
、
令
和
８
年
度
当
初
予
算
に

栗
野
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
転

に
関
す
る
業
務
委
託
費
が
計
上

さ
れ
て
お
り
、
９
年
度
春
の
開

設
を
期
待
し
て
い
る
。
移
転
の

結
論
に
至
る
ま
で
の
運
営
関
係

久留須　修 議員
子ども発達支援センターみのりの移転について

安全対策を最優先に進めてい
く

た
め
の
フ
ェ
ン
ス
設
置
等
の
要

否
の
検
討
を
含
め
た
改
修
の
た

め
の
設
計
業
務
委
託
で
あ
り
ま

す
が
、
閉
鎖
的
な
施
設
整
備
と

な
ら
な
い
よ
う
運
営
主
体
で
あ

る
社
会
福
祉
法
人 

心
光
福
祉

会
と
も
協
議
を
行
い
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
「
総
合

計
画
や
都
市
計
画
と

の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
持
続

可
能
な
地
域
に
貢
献
で
き
る
活

用
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

者
と
の
協
議
内
容
を
伺
う
。

当
該
施
設
の
移
転

は
、
城
山
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
在
り
方
検
討
会
を
設
置

し
、
そ
の
委
員
と
し
て
当
該
園

長
も
参
加
い
た
だ
き
、
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。協
議
内
容
は
、

城
山
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
建
築
後

約
45
年
経
過
し
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
、
本
施

設
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
悪
い
こ

と
へ
の
改
善
策
が
主
な
協
議
内

容
で
す
。
協
議
の
結
果
、
城
山

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
修
を
行
っ

て
も
利
便
性
の
問
題
が
残
る
こ

と
か
ら
、
移
転
が
最
良
で
あ
る

と
の
結
論
に
至
っ
た
も
の
で

す
。
施
設
の
選
定
は
、
施
設
の

耐
震
性
等
に
問
題
が
な
い
こ
と

や
城
山
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
い
る
療
育
と
同
等
の
活
動
が

で
き
る
規
模
で
あ
る
こ
と
、
利

便
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る
施

設
を
選
定
し
、
内
覧
等
も
行
っ

て
も
ら
い
決
定
し
て
い
ま
す
。

８
年
度
に
行
う
業

務
委
託
内
容
は
。

業
務
委
託
の
内
容

は
、
療
育
活
動
で
必

要
と
な
る
シ
ャ
ワ
ー
室
の
設
置

や
幼
児
用
ト
イ
レ
の
設
置
、
ス

ロ
ー
プ
の
改
修
、
窓
の
鍵
位
置

の
変
更
や
そ
の
他
安
全
対
策
の

町
長

問

問

問

問

町
長

町
長

教
育
長

町
長

町
長

栗
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
の
開
発
に
つ
い
て

医
療
的
ケ
ア
児
の
就
学
支

援
に
つ
い
て
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今
年
も
桜
が
咲
き

誇
る
季
節
が
過
ぎ
、

新
緑
が
ま
ぶ
し
い
頃

を
迎
え
ま
し
た
。
３

月
議
会
定
例
会
に
は
、
新
年
度
予

算
を
中
心
に
多
く
の
議
案
が
提
案

さ
れ
、
真
剣
に
時
間
を
か
け
議
論

を
重
ね
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
町
民

の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
議
会
に
届
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
号
の
議
会
だ
よ
り
も
、
ま
ち

づ
く
り
の
き
っ
か
け
の
一
助
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

夏
に
向
け
、
暑
さ
も
厳
し
く

な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
町
民
の
皆

様
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
我
々
、
議
員
一
同
も
湧
水

町
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て
参
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
中
原　

和
見
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委  

員  

長 　
井
上　

順
二

　

副
委
員
長 　
山
下　

航
弥

委
　
　
員 　
鳥
羽　

一
輝

同    　
中
原　

和
見

同    　
仮
屋　

良
二

同    　
森
山
マ
ス
ミ

編後
集記

議  会  の  動  き

　　「開かれた議会」づくりとして、
　　　　議会中継を配信しています。

〇インターネットを通じて、
　　YouTube（ユーチューブ）でも視聴できます。
　【YouTube チャンネル　「湧水町議会」 URL】
　https://www.youtube.com/channel/UCN82z1DuKBMDmJ7Wi5604gg　

〇役場両庁舎１階ロビー設置のモニターでも視聴できます。

▼

こ
ち
ら
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

月 日 曜日 議　会　の　動　き

1

13 火・議会広報編集特別委員会
19 月・瀬戸内町行政視察受入れ
20 火・議会広報編集特別委員会・議員研修会（鹿児島市）
22 木・例月出納検査（〜 23日）
28 水・議会広報編集特別委員会

2

2 月・議会運営委員会・議員全員協議会
3 火・第 1回議会臨時議会（本会議）
19 木・例月出納検査（〜 20日）
25 水・議会運営委員会
26 木・議員全員協議会

3
2 月・第１回定例会（本会議）
4 水・議会運営委員会・議員全員協議会
5 木・第１回定例会（本会議）

月 日 曜日 議　会　の　動　き

3

6 金・各常任委員会
9 月・各常任委員会
10 火・各常任委員会
11 水・各常任委員会

12 木
・第１回定例会（本会議）
・町内現地調査
・各常任委員会

13 金・各常任委員会
17 火・各常任委員会（現地調査）
23 月・第１回定例会本会議（一般質問）

25 水
・第１回定例会本会議（一般質問）
・議会運営委員会
・議員全員協議会

26 木・例月出納検査
27 金・第１回定例会最終本会議
30 月・例月出納検査

議会議事堂へ傍聴にお越しください。

第２回定例会は６月上旬から開会予定第２回定例会は６月上旬から開会予定
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